
【当時の写真の概要等】

写真①、②はともに、原町川俣線の川俣町飯
坂地内における道路改良工事の際の写真です。

元々はけもの道で人が通る幅ぐらいしかなか
ったところを、未来の車社会を夢見て、大きく
道路を広げるために、多くの人がほとんど人力
で切土作業をしているところです。

【当時の写真より気づいた点】

 写真①は、掘削した土砂などを運搬・搬出してい
るところだと思われる。

 土砂運搬には、網のようなものを取り付けた長い
木の棒を、二人の作業員がその両端を担いて運ん
でいる。とてつもない体力と熱意のいる作業であ
ることがわかる（写真①、②の赤枠印）。
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